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6. 喜界島方言関係文献目録 
�

喜界島方言関係文献目録を作成するにあたって、以下の資料・データベースを用いた。 

�  
・日本方言研究会編 2005『20世紀方言研究の軌跡』国書刊行会 
・国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」 
・国立国語研究所「蔵書目録データベース」 
・喜界島図書館所蔵・方言関係文献資料 
・国立国会図書館のNDL-OPAC(蔵書検索・申込システム） 
・国立情報学研究所の CiNii(NII論文情報ナビゲータ) 

 

国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」は、国立国語研究所編集

の『国語年鑑』と『日本語教育年鑑』採録の論文データを元に、新たなデータが追加され

ているデータベースである。おもに 1950年以降の論文が収められている。 

喜界島図書館所蔵・方言関係文献資料は、2009年 9月に行われた喜界島方言調査の際に、

現地で調査し、まとめたリストである。�

2005 年までの文献の検索は日本方言研究会編 2005 を利用し、それ以降の文献は国立国

会図書館のNDL-OPAC（蔵書検索・申込システム）や国立情報学研究所の CiNii(NII論文

情報ナビゲータ)などを利用した。また、文化庁委託事業の『危機的な状況にある言語・方

言の実態に関する調査研究事業� 報告書』（平成 23 年 2 月� 国立国語研究所）の「消滅の

危機にある言語・方言に関する資料一覧」も参照した。 

�

�

岩倉市郎(1931)「風に関する喜界島の方言」『旅と伝説』4(10)，三元社 

岩倉市郎(1932)「喜界島における敬語法」『旅と伝説』5(2)，三元社 

岩倉一郎(1932)「嬰児に対する最初の発音訓練」『南島談話』5，三元社 

岩倉市郎(1934)「喜界語音韻概説」『方言』4(10)，春陽堂 

川原啓介(1954)「（ことば風土記）」『言語生活』39，筑摩書房 

上村幸雄(1957)「奄美方言の一考察―喜界島阿伝方言の文法について―」『人類科学』9，

九学会連合  

須藤健一(1971)「喜界島の親族組織」『日本民俗学』78 

岩倉一郎(1972)「喜界島に於ける敬語法」『沖縄文化論叢5� 言語編』平凡社  

三原昌嘉(1973)「喜界島についての若干の記録」『奄美郷土研究会報』14，奄美郷土研究会 

斎藤兼雄(1973)「喜界島語で見る万葉集巻一巻頭歌」『奄美郷土研究会報』14，奄美郷土
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研究会  

 元採録・ 説(1974)「 児島 喜界島の しばなし(シリー しばなしを めて

7 )」『言語生活』275，筑摩書房 

 元採録・ 説(1974)「 児島 喜界島の しばなし � (シリー しばなしを

めて 8 )」『言語生活』27 ，筑摩書房 

 元(1975)「喜界島・ 方言の 態（1）―「て て」 ・「しどこ 」 につい

て―」『島 雄 生 記 � ことばの論文集』 書  

 元(1975)「喜界島・ 方言における語 韻の に る語 成」『立 学

国語国文』11 

岩倉市郎 ， 国 編(1977)『喜界島方言集（ ）』国書刊行会 (1941年初 ) 

(1978)「喜界島 方言の文法」『 の方言』4，法 学沖縄文化研究所 

本 (1978)「喜界島 方言の語 」『 の方言』4，法 学沖縄文化研究所 

 ，  (1979)『喜界島の方言集』喜界  

藤兼雄， 本 (1980)「喜界島 方言の の活用お が 」『奄美のことば:

奄美における ・社会・文化に関する総合研究』(文 科学研究 研究成

報告書， 葉 (筑 学)) 

 元(1980)「喜界島・ 方言の 態論（2） さ ・と ・あい を す を

に」『立 国語国文』16 

本 (1981)「喜界島・上嘉 方言の -kaについて」『 学論集』133 (土

申一教 ・下村 教 ・ 郎教 ・ 一教 ・ 藤 郎教 記 論

文集)， 学研究所 

本 (1982)「奄美方言の の ―喜界島 方言―」『 の言語と文

化― 生 記 ―』 生 記 論集刊行委 会 

本 (1982)「 方言の 現の ―岩倉市郎「喜界島方言集」の 」『国文

学 と鑑 』47(9)， 文堂 

 元(1982)「喜界島の方言」『国文学 と鑑 』47(9)， 文堂 

言語地 学 研究会(1983)「「 島の言語の研究」 集 調査 用参考資料（喜界島）」

『沖縄言語研究 ター資料』46，沖縄言語研究 ター 

本 (1983)「 と の下 類と 関係--奄美喜界島方言のばあい」『国

文学 と鑑 』48(6)， 文堂 

 元(1984)「喜界島・ 方言の音韻」 方言学10―沖縄・奄美地方の方言―』国書

刊行会 

村 文(1985)「喜界島方言の ト 」『 児島 学文科報告』21， 児島 学

文科  
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本 (1986)「 の語 のタ ら―喜界島方言のばあい―」『国文学 と鑑

』51(8)， 文堂 

藤兼雄， 本 (1987)「喜界島のはなしことば資料」『国文学 と鑑 』(52)7，

文堂 

本 (1987)「人 をめ って―奄美喜界島方言―」『国文学 と鑑 』52(2)，

文堂 

(1991)「喜界島の ト 」『日本 学紀 . 文学 』41 

上 (1992)『喜界島方言の 言の ト資料』 国語 学 ・ リ 言

語文化研究所 

上 ，  (1993)『喜界島方言の用言の ト資料』 国語 学 ・

リ 言語文化研究所 

村 文(1993)「喜界島方言 語 の 」『筑 語学研究』�，筑 国語学談話会 

まつもと たけ(1993)「<シテ > お が  奄美喜界島( )方言 ら」 村

生喜 記 会編『国語研究』 書  

上 ，  (1995)「喜界島方言の の ト」『 の方言』18・ 1

9，法 学沖縄文化研究所 

 (1997)「喜界島 月 歌テ ストにおける音 」『 の方言』21，法

学沖縄文化研究所 

 (1998)「喜界島方言における「 まし」」『 の方言』22，法 学沖縄

文化研究所 

(1999)「喜界島( 児島 島 )の民 話」『 学研究紀 』25 

本 (2000)「沖 島方言と喜界島方言における 音について」『語学研究』9

5， 学言語文化研究所 

上 (2002)「喜界島 方言の ト調査報告」『 の方言』26，法 学

沖縄文化研究所 

(2002)「奄美方言における 音の 的 」『国語学研究』41，「国語

学研究」刊行会 

上 (2003)「喜界島方言の活用 の ト 資料」『 の方言』 27，法

学沖縄文化研究所 

(2003)「 奄美 方言の音韻の --喜界島方言・ 方言」『岩 学教

育学 研究年報』63 
原三 (2008)「喜界島方言 の研究」『南島文化』30，沖縄国際 学南島文化研究所 

(2011)「喜界島 語における 3 ト の所 語 連と の

ら 」『日本 学紀 � 文学 60 』 



312

喜界島方言関係文献目録 

喜界島図書館所蔵・方言関係文献資料 

 

 元実(1978)『 の る ―喜界島民 集』  

元 保(1981)『 語研究資料―喜界島方言 ー 考』 文堂 

本 (1986)『喜界島 記』 風社 

新民 会(1987)『奄美の ―新民 会新作集（ ）』  

三 (1987)『 の年 行事』  

喜界 郷土教 発委 会編(1989)『 るさとのことわ ・言いつた （ 集）』喜界

教育委 会 

喜界 郷土教 発委 会編(1990)『 るさとのことわ ・言いつた （ 集）』喜界

教育委 会 

喜界 郷土教 発委 会(1991)『 るさとの民話・ らい・ （ 集）』喜界 教育

委 会 

(1992)『奄美の民 と 語 （その ）』 美学 学（「紀 原 」） 

嘉原 リ(1993)『 とさる（あま 民話 本 ）』奄美民話の会 

嘉原 リ(1994)『 スと ー （あま 民話 本 ）』奄美民話の会 

(1994)『おお なはなし（あま 民話 本 ）』奄美民話の会 

嘉原 リ(1995)『け とこ に （あま 民話 本 ）』奄美民話の会 

 (1995)『 奄美民 の ―島 の と の島歌 集』 堂 

嘉原 リ(1998)『 ど と （あま 民話 本 ）』奄美民話の会 

新原健 郎(1998)『 シ ー シテー ー シー ム タ（ れられない れて

はならない 言葉）』  

(1998)『わたしの喜界島』南日本新 発 ター 

(1998)『上嘉 の （はて と いす）』  
 啓 郎(1999)『喜界島・ ・民俗（ ー 話）』奄美  


